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山 県 市 広 報 番 組  

なお、掲載したスケジュールは予告なく変更される場合があります。

地上デジタル放送12ch
チャンネルCCN

リポーターの
荒川真依です。

今月の放送内容はこちら

■人　口：25,492人
■世帯数：10,513世帯
■面　積：7.91k㎡
　　（平成30年4月1日現在）

岐南町

問岐南町総務課
　℡058-247-1331

　岐南町は、愛知県と隣接する約8k㎡の町です。県庁所
在地である岐阜市に隣接し、国道21号と22号、156号が
交差する岐南インターは県下一の交通量を
誇っています。
　活気にあふれ交通の要所として栄える岐
南町は人口が伸び続けており、平成29年度
の人口増加率は岐阜県下で1番高い町とな
りました。岐南町に住むすべての人たちが
暮らしやすい環境を整え、「夢を育み、安
心して暮らせるまち・ぎなん」のまちづく
りを目指しています。

＜イベント＞ぎなんフェスタ、プレーパーク、獅子芝居公演、町民運動会、
マラソン大会、よってきん祭ぎなん、芸能大会など
＜伝統芸能＞伏屋の獅子芝居
＜特 産 品＞徳田ねぎ

　伏屋の獅子舞は、江戸時代より長きにわたり地域の人々の手によって受け継がれてきた伝統民俗芸能です。獅子の性
別が雌の「雌

め
獅
じ
子
し
」であること、獅子舞を用いて歌舞伎や人形浄瑠璃の外題を演じる「獅子芝居」が他の獅子舞にはない非

常に貴重な芸能であるとして、岐阜県指定重要無形民俗文化財に指定されています。

　徳田ねぎは岐南町で生産されている伝統野菜です。味の癖が少なくて柔らかく、どの部分も美味しく食べることがで
きるので、すき焼きや鉄板焼き、鍋、薬味など幅広い料理で楽しまれています。地元の生産者は、現在も種子を自家栽
培して「徳田ねぎ」を大切に育て続けています。

町勢データ

伝統芸能の紹介

特産品の紹介

　地域の祭りやイベント、講演会や発表
会など身近な話題を毎日更新して放送し
ています。
　皆さんからの情報提供もお待ちしてい
ます。
【放送時間】7時45分〜、11時〜、20
時〜ほか
◦第14回花咲きコンサート「市民による
　第九合唱」� 12月6日（木）放送
◦ラッピングトラック出発式

12月24日（月）放送
　

2018年4月2日〜12月28日に放送した
エリアトピックスが12月29日〜31日に
一挙放送されます。
※�放送時間など詳細はCCNのHPを確
認してください。

毎日₁回15分間放送

月曜　15:30～15:45
火曜　19:00～19:15
水曜　12:00～12:15
木曜　17:45～18:00
金曜　13:00～13:15
土曜　10:45～11:00
日曜　20:45～21:00

●�「ふれあいバザール」を紹介しま
す。

●�「元気もりもり！やまがたっ子」で
は、「富岡小学校」を紹介します。

エリアトピックス
【チャンネル】12ch

ＣＣＮ今月のオススメ番組！

岐阜連携都市圏を知ろう！④

2018年度のエリアトピックス一挙放送！

岐阜市
北方町

笠松町

本巣市

瑞穂市

山県市

岐南町

岐南町マスコット
キャラクター ねぎっちょ
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平
成
30
年
度
市
功
労
者
表
彰　
山
県
市
の
発
展
に
貢
献

山
県
市
学
校
保
健
研
究
大
会

　
10
月
11
日
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
で
山
県
市

学
校
保
健
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
市
学
校
保
健
会
が
主
催

し
、「
心
身
と
も
に
健
康
で
、
た
く
ま
し

い
児
童
生
徒
の
育
成
〜
自
主
的
に
健
康
管

理
の
で
き
る
子
を
め
ざ
し
て
〜
」を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
、
環
境
衛
生
活
動
優
良
校
や

歯
と
口こ
う
く
う腔
の
健
康
づ
く
り
最
優
秀
賞
の
表

彰
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岐
阜
女
子
大
学
の
杉
山
博
文
理

事
長
が「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
す
ぎ

は
、
子
供
の
育
成
や
教
育
に
良
く
な
い
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
参
加
し
た
教
職

員
や
保
護
者
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度

「
学
校
環
境
衛
生
活
動
」優
良
校

・
最
優
秀
賞　
梅
原
小
学
校

・
優 

秀 

賞　
大
桑
小
学
校

・
優 

良 

賞　
伊
自
良
中
学
校

▼
平
成
30
年
度

「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」最
優
秀
賞

・
小
学
校
3
年
男
子

　
高
富
小
学
校　
桑
原
煌
河

・
小
学
校
3
年
女
子

　
美
山
小
学
校　
堀
栞
那

・
小
学
校
6
年
男
子

　
富
岡
小
学
校　
田
中
佑
哉

・
小
学
校
6
年
女
子

　
高
富
小
学
校　
徳
富
彩
乃

　
11
月
16
日
、
市
役
所
公
室
で
市
功
労
表

彰
の
表
彰
式
を
行
い
、
市
政
の
振
興
に
功

労
の
あ
っ
た
人
や
模
範
と
な
る
よ
う
な
功

績
の
あ
っ
た
18
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
被
表
彰
者
15
人
が
出
席
さ

れ
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の

皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■
地
方
自
治
功
労

早
矢
仕　

政
子（
元
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
）

■
社
会
福
祉
功
労

佐
村　
康
子（
市
介
護
相
談
員
）

武
山　
廣
司（
元
市
身
体
障
害
者
相
談
員
）

■
保
健
衛
生
功
労

臼
井　
公
之（
学
校
医
）

成
宮　
茂
利（
元
学
校
医
）

宇
野　
俊
郎（
学
校
医
）

山
本　
哲
也（
学
校
医
）

新
井　
正（
学
校
医
）

村
上　
武
政（
学
校
歯
科
医
）

岩
見　
弘
司（
学
校
歯
科
医
）

尾
野　
康
夫（
学
校
歯
科
医
）

土
田　
治（
学
校
歯
科
医
）

辰
野　
隆
昭（
学
校
歯
科
医
）

西
村　
朗（
学
校
歯
科
医
）

原
田　
昭
治（
学
校
薬
剤
師
）

■
交
通
安
全
功
労

恩
田　

節
子（
市
交
通
安
全
女
性
連
絡
協

議
会
会
長
）

■
特
別
功
労

鳥
澤　
英
紀（
寄
附
）

山
本　
啓
二（
寄
附
）
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「
岐
阜
・
や
ま
が
た
逸
品
」を

認
定

　

10
月
15
日
、
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
、

「
岐
阜
・
や
ま
が
た
逸
品
」の
お
披
露
目
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
山
県
市
商
工
会
と
山
県
市
観
光
協
会
が

創
設
し
た
こ
の
制
度
は
、
山
県
市
の
認
知

度
拡
大
や
、
山
県
産
商
品
の
販
売
拡
大
を

目
的
に
、山
県
産
の
一
次
産
品
、加
工
品
、

工
芸
品
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
認
定
を
受
け
た
26
品
目
を
販

売
す
る
16
事
業
者
の
中
か
ら
13
事
業
者
15

人
が
参
加
し
、
認
定
証
を
受
け
ま
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
逸
品
は
、
今
月
号
の
2
か

ら
4
ペ
ー
ジ
の
特
集
で
紹
介
し
て
い
る
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
海
環
状
自
動
車
道
工
事
現

場
見
学
会

　
東
深
瀬
で
行
わ
れ
て
い
る
東
海
環
状
自

動
車
道
の
工
事
現
場
で
、
10
月
20
日
、
富

岡
小
児
童
に
よ
る
現
場
見
学
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
見
学
会
は
、
工
事
事
業
者
が
地
元

と
の
交
流
を
図
る
こ
と
や
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
の
思
い
出
づ
く
り
を
目
的
に
実
施

し
、
富
岡
小
学
校
の
1
・
2
年
生
と
そ
の

家
族
86
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
工
事
の
説
明
な
ど
を
受

け
た
後
、
絵
の
具
を
配
布
し
て
橋
の
上
で

ペ
イ
ン
ト
を
実
施
。
参
加
者
は
、
舗
装
前

の
橋
に
思
い
思
い
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。

伊
自
良
南
小
学
校
5
年
生
が

稲
刈
り
体
験

　
10
月
15
日
、
伊
自
良
南
小
学
校
の
5
年

生
12
人
が
同
校
周
辺
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
稲
は
、
6
月
に
児
童
が
植
え
た
も

の
で
、（
有
）伊
南
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
協

力
の
も
と
管
理
し
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、
手
鎌
を
使
っ
て
真

剣
な
表
情
で
刈
り
取
り
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
刈
り
取
り
作
業
が
終
わ
っ
て
も
、
落

ち
て
い
る
稲
を
1
本
1
本
丁
寧
に
拾
い
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
鎌
を
使
っ
た
稲
刈
り
体
験
の

後
に
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
を
使
っ
た
稲
刈
り

を
見
学
し
、
児
童
か
ら
は
機
械
の
作
業
の

早
さ
に
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

耕
畜
連
携
に
よ
る
稲
刈
り
体
験

　

10
月
25
日
、
山
県
市
内
の
田
ん
ぼ
で
、

耕
畜
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
飼
料
用
米

「
稲
刈
り
交
流
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
飼
料
用
米
を
生
産
し
て
い

る
桜
尾
生
産
組
合
の
指
導
の
も
と
、
コ
ン

バ
イ
ン
に
よ
る
飼
料
用
米
の
稲
刈
り
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
っ
た
参
加
者
は
、「
田

ん
ぼ
は
個
人
の
所
有
で
は
あ
る
が
、
地
域

周
辺
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
田

ん
ぼ
を
整
備
し
、
管
理
し
て
い
る
組
合
の

人
に
感
謝
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
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将
来
に
つ
い
て
考
え
よ
う

高
富
中
学
校
で
職
業
講
話

　
10
月
26
日
、
高
富
中
学
校
で
、
学
校
応

援
団
本
部
が
主
催
す
る「
職
業
講
話
キ
ャ

リ
ア
ナ
ビ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人

を
招
い
て
42
の
講
座
を
開
催
し
、
生
徒
の

夢
づ
く
り
を
応
援
す
る
と
と
も
に
、
生
徒

自
身
で
生
き
方
を
考
え
、
進
路
を
主
体
的

に
選
択
す
る
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
は
、
前
半
は
市
役
所
の
若
手
職
員

と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、

後
半
は
職
業
ご
と
に
分
か
れ
て
講
師
の
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

お
だ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

は
じ
か
み
林
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
！

　
11
月
3
日
、
大
桑
地
区
椿
野
は
じ
か
み

林
道
で
、「
や
ま
が
た
秋
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
」を
行
い
ま
し
た
。
絶
好
の

秋
晴
れ
の
も
と
、
市
内
外
か
ら
1
7
0

人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
約
3
㎞

で
、ほ
ぼ
全
て
上
り
坂
の
コ
ー
ス
で
す
が
、

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
の
は

じ
か
み
林
道
頂
上
で
は
、
山
県
市
観
光
協

会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
豚
汁
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、「
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
後
の
豚
汁
は
最
高
で
し
た
」と

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

茶
道
と
禅
の
つ
な
が
り
を
知
る

記
念
館
開
館
記
念
特
別
講
演
会

　
11
月
3
日
、
古
田
紹
欽
記
念
館
開
館
の

15
周
年
を
記
念
す
る
特
別
講
演
会「
茶
の

湯
と
禅
」が
開
か
れ
、
日
本
を
代
表
す
る

歴
史
学
者
で
、
生
前
の
紹
欽
氏
と
も
親
交

が
あ
っ
た
熊
倉
功
夫
氏
を
講
師
に
招
き
、

紹
欽
氏
の
人
柄
や
茶
道
と
禅
が
つ
な
が
る

歴
史
的
背
景
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
茶
会
も
開
催
さ
れ
、
お
茶
教
室

で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
お
運
び
で
、
参
加

者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

美
山
小
・
い
わ
桜
小
の
児
童

が
橋
梁
点
検
体
験
学
習

　
11
月
8
日
、
武
儀
川
に
架
か
る
岩
佐
地

区
の
西
武
芸
橋
で
美
山
小
学
校
と
い
わ
桜

小
学
校
の
6
年
生
37
人
が
国
土
交
通
省
岐

阜
国
道
事
務
所
主
催
の
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

点
検
体
験
に

参
加
し
ま
し
た
。
校
内
学
習
と
し
て
橋
梁

お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
の
授
業
と
、
校
外

学
習
と
し
て
橋
梁
点
検
車
の
試
乗
、
フ

ロ
ー
ト
台
船
の
試
乗
、
点
検
器
材
の
使
用

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
身
近
に
あ
る
橋

を「
見
て
・
た
た
い
て
・
聞
く
」こ
と
で
橋

の
老
朽
化
の
現
状
や
点
検
の
必
要
性
、
重

要
性
を
学
び
、
今
後
も
自
分
が
利
用
す
る

橋
に
親
し
み
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
く
心

が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
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